
急
が
ず
慌
て
ず

　「
私
の
一
〇
〇
日
を
見
て
欲
し
い
」と
は
前
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
の
発
言
か
ら
始
ま
っ

た
。
政
権
交
代
後
の
一
〇
〇
日
間
は
批
判
や
評
価
は
し
な
い
で
じ
っ
く
り
見
て
み
よ
う
と

い
う
紳
士
協
定
も
今
回
は
何
処
吹
く
風
で
は
あ
る
。

　
タ
イ
の
プ
ミ
ポ
ン
国
王
崩
御
か
ら
一
〇
〇
日
目
に
企
業
の
哀
悼
の
印
で
あ
る
祭
壇
も
徐
々

に
外
さ
れ
て
来
た
。
日
本
で
は
一
生
食
べ
物
に
困
ら
な
い
よ
う
に
生
後
1
0
0
日
祝
い
と
言
わ

れ
る
お
食
い
初
め
行
事
が
行
わ
れ
る
。

　
色
々
な
意
味
で
一
〇
〇
日
は
節
目
に
な
る
日
で
あ
る
。
就
職
す
る
・
結
婚
す
る
・
世
代
交
代

を
す
る
等
々
に
お
い
て
周
り
の
人
々
は
一
〇
〇
日
間
は
じ
っ
と
見
守
っ
て
あ
げ
て
欲
し
い
。

コラム
　メールがなくなる日
HI-COOKING
   寄生虫とウィルス
PRODUCTS
　熱媒システム
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か
の
大
国
の
大
統
領
が
頻

繁
に
発
信
す
る

T
w
i
t
t
e
r
は
、
２
０
０
６
年
に

始
ま
っ
た
１
４
０
文
字
以
内
の
原
稿
を

投
稿
す
る
一
種
の
ブ
ロ
グ
サ
イ
ト
（
つ

ぶ
や
き
）
で
あ
る
。
発
信
者
と
フ
ォ
ロ

ワ
ー
の
間
で
「
ゆ
る
い
」
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
発
生
す
る
非
同
期
的
な
通

信
で
あ
る
。

　
一
方
、
グ
ル
ー
プ
通
信
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
代

表
格
が
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
。
繋
が
っ
た

人
同
士
で
の
情
報
の
や
り
取
り
が
基
本

で
あ
る
。
１
人
で
い
く
つ
も
の
グ
ル
ー

プ
を
作
る
事
が
出
来
て
、
設
定
に
よ
っ

て
は
「
友
達
の
友
達
は
友
達
」
的
な
発

想
に
も
な
る
。
一
時
期
は
就
職
試
験
で

友
人
の
数
を
採
用
基
準
と
す
る
会
社
も

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

か
な
り
広
範
囲
に
な
る
の
で
発
信
者
と

受
信
者
が
別
れ
て
行
く
。
近
年
言
葉
の

氾
濫
を
嫌
う
人
々
に
は
「
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
」
と
い
う
写
真
が
メ
イ
ン
と
な
っ

た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
人
気
と
な
っ
て
い
る
。

　
身
近
な
人
々
同
士
の
会
話
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
の
が
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
世
界
的
に

使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
が
Ｓ
Ｋ
Ｙ
Ｐ
Ｅ

で
あ
り
、
日
本
で
一
番
有
名
な
の
が
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
韓
国
で
は
カ
カ
オ
ト
ー
ク
、

中
国
で
は
ウ
イ
チ
ャ
ッ
ト
と
国
々
で
人

気
の
ソ
フ
ト
が
あ
る
。
１
：
１
で
文
章

や
写
真
を
送
っ
た
り
す
る
事
が
出
来

て
、
グ
ル
ー
プ
で
会
話
も
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
一
番
の
特
徴
は
会
話
の

履
歴
が
一
目
瞭
然
と
し
て
解
る
こ
と

だ
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用

す
る
こ
と
で
返
事
が
無
い
人
も
絶
対
見

て
い
る
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
。

　
こ
れ
ま
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
の

通
信
手
段
は
圧
倒
的
に
電
子
メ
ー
ル
で

あ
っ
た
。
使
用
す
る
メ
ー
ル
ソ
フ
ト
は

違
っ
て
い
て
も
ア
ド
レ
ス
さ
え
解
れ
ば

全
世
界
の
人
々
と
会
話
が
出
来
る
の
で

あ
る
。
時
差
や
国
や
言
葉
も
関
係
無
し

に
情
報
が
入
っ
て
く
る
と
い
う
全
く
全

脳
的
な
通
信
手
段
と
し
て
圧
倒
的
な
地

位
を
持
ち
続
け
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
が
こ
れ
ま
で
絶
対
的
位
置
を

誇
っ
て
い
た
メ
ー
ル
も
件
数
が
増
え
る

に
従
っ
て
情
報
の
分
散
が
起
こ
る
。
内

容
が
複
雑
化
す
る
に
伴
い
宛
先
・
Ｃ
Ｃ
・

Ｂ
Ｃ
Ｃ
の
使
い
分
け
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な

り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
情
報
が
埋
も
れ

探
し
出
せ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
個

人
的
に
は
キ
ー
ワ
ー
ド
を
件
名
に
付
け

て
い
る
人
も
い
る
が
返
信
や
関
連
記
事

が
第
３
者
か
ら
送
ら
れ
て
く
と
き
に
は

別
の
件
名
が
付
け
ら
れ
た
り
も
す
る
。

今
企
業
で
は
こ
の
電
子
メ
ー
ル

の
世
界
が
変
わ
り
始
め
て
い

る
。
グ
ル
ー
プ
チ
ャ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
従
来
の
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
で
も
可
能
で
あ
る
が
、
企
業
の

秘
密
保
持
や
個
人
保
護
を
重
要
視
し
た

新
し
い
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
あ
る
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
毎
に
ル
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
ネ

ッ
ト
上
の
会
議
室
を
作
成
し
、
関
連
す

る
全
て
の
情
報
が
こ
こ
に
集
約
さ
れ
、

過
去
の
情
報
が
一
目
瞭
然
と
し
て
見
え

る
の
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
会
話
は
も

と
よ
り
写
真
・
映
像
等
も
含
め
る
こ
と

が
出
来
る
。
大
容
量
メ
ー
ル
で
迷
惑
を

掛
け
る
こ
と
も
無
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
終
了
す
れ
ば
会
議
室
を
閉
鎖
し
て
倉

庫
に
し
ま
っ
て
お
け
ば
良
い
し
、
個
人

フ
ォ
ル
ダ
ー
も
不
要
に
な
る
。

　
メ
ー
ル
で
は
発
信
者
＆
宛
先
で
会
話

が
進
み
関
係
者
は
C
C
で
情
報
を
共

有
で
き
た
が
、
グ
ル
ー
プ
チ
ャ
ッ
ト
で

は
関
係
者
全
員
が
発
信
者
で
宛
先
に
な

る
。
電
子
メ
ー
ル
で
全
員
に
問
い
か
け

て
も
返
事
は
余
り
来
な
い
奥
ゆ
か
し
い

（
？
）日
本
人
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
本
当

に
根
付
く
の
か
は
疑
問
が
あ
る
が
、
電

子
メ
ー
ル
を
多
用
し
て
い
る
会
社(

特

に
経
理
・
営
業
層)

で
は
導
入
す
る
と

こ
ろ
も
増
え
始
め
て
き
た
。「
船
頭
多

く
し
て
船
山
に
登
る
」
よ
り
「
３
人
集

ま
れ
ば
文
殊
の
知
恵
」
に
な
る
よ
う
に

期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

コラム
column

メ
ー
ル
が
な
く
な
る
日

　
S
N
S
が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
中
、
電
子
メ
ー
ル
を
ほ
と
ん
ど

開
か
な
い
、
利
用
し
な
い
若
年
層
も
多
い
と
聞
く
。
一
方
的
な
伝
達

か
ら
、
会
話
、
会
合
へ
と
変
化
す
る
世
界
へ
の
新
た
な
適
合
へ
の
必

要
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。



HI-COOKING

食と科学

 

一
番
有
名
な
の
が
、

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス

（
N
o
r
o
v
i
r
u
s
）
で
あ
り
、
非

細
菌
性
急
性
胃
腸
炎
を
引
き
起
こ
す

ウ
ィ
ル
ス
の
一
属
で
あ
る
。
大
元
の
原

因
は
細
菌
が
蓄
積
さ
れ
た
貝
類
（
特
に

牡
蠣
）
の
摂
食
に
よ
る
食
中
毒
で
あ
る

が
、近
頃
は
感
染
者
の
糞
便
や
吐
瀉
物
、

あ
る
い
は
そ
れ
ら
が
乾
燥
し
た
も
の
か

ら
出
る
塵
埃
を
介
し
て
経
口
感
染
す
る

方
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
そ
の
為
に
食
材
の
加
熱
殺
菌
よ
り
も

調
理
人
の
衛
生
管
理
が
重
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
そ
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
属
は

6
0
℃
3
0
分
の
加
熱
で
は
感
染
性

は
失
わ
れ
ず
、
8
5
℃
以
上
1
分
間

以
上
の
加
熱
に
よ
っ
て
感
染
性
を
失
う

た
め
、
中
心
部
ま
で
充
分
加
熱
す
る
こ

と
が
食
中
毒
予
防
に
重
要
で
あ
る
。

　
又
、
調
理
器
具
は
第
一
番
に
洗
浄
と

十
分
な
す
す
ぎ
、
そ
し
て
第
二
番
目
に

塩
素
系
漂
白
剤
に
よ
る
消
毒
を
す
る
こ

と
が
大
事
で
、
こ
の
順
番
を
逆
に
す
る

と
効
果
が
弱
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

ノ
ロ
食
中
毒
以
外
に
近
年

は
市
販
の
魚
に
も
寄

生
虫
を
見
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き

た
。す
で
に
死
ん
で
い
る
物
は
良
い
が
、

生
き
た
状
態
で
流
通
さ
れ
る
こ
と
も
多

く
な
っ
て
き
た
。

魚
の
寄
生
虫
は
左
記
に
大

き
く
分
け
ら
れ
る
。

　
寄
生
虫
で
一
番
多
い
の
が
「
ア
ニ
サ

キ
ス
」。
幼
虫
が
宿
る
オ
キ
ア
ミ
を
食

べ
た
魚
や
、
さ
ら
に
そ
の
魚
を
食
べ
た

魚
介
類
へ
と
食
物
連
鎖
で
広
が
る
た

め
、
サ
バ
、
イ
ワ
シ
、
カ
ツ
オ
、
サ
ケ
、

タ
ラ
、
イ
カ
、
サ
ン
マ
、
ア
ジ
な
ど
、

私
た
ち
に
と
っ
て
日
頃
よ
く
食
卓
に
上

る
多
様
な
魚
介
類
に
寄
生
し
て
い
る
。

　
特
に
日
本
人
が
好
む
「
鮭
」
に
多
く

寄
生
し
て
い
る
。ア
ニ
サ
キ
ス
幼
虫
は
、

主
に
魚
介
類
の
内
臓
表
面
に
寄
生
し
て

い
る
が
、
魚
介
類
が
死
亡
す
る
と
、
内

臓
か
ら
筋
肉
に
移
動
す
る
。

昔
は
生
の
魚
を
食
す
る
時

も
自
分
で
調
理
し
て

お
り
、
寄
生
虫
が
い
る
こ
と
が
前
提
で

あ
っ
た
。ア
ニ
サ
キ
ス
幼
虫
も
含
め
て
、

寄
生
虫
の
多
く
は
6
0
℃
で
は
1
分
、

7
0
℃
以
上
で
瞬
時
に
死
滅
す
る
た
め

に
十
分
な
加
熱
調
理
を
し
て
い
る
。

　

あ
る
い
は
マ
イ
ナ
ス
2
0
℃
で

2
4
時
間
以
上
中
心
部
ま
で
冷
凍
す

る
と
死
滅
す
る
の
で
、
生
食
す
る
場
合

は
一
度
冷
凍
し
て
解
凍
し
た
方
が
安
全

で
あ
る
。
生
食
の
場
合
は
、
調
理
時
に

除
去
す
る
事
が
大
事
で
あ
る
。
酢
は
、

酢
酸
な
ど
を
含
み
殺
菌
効
果
が
高
い
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
ア
ニ
サ
キ
ス
幼
虫

は
酸
に
対
し
て
抵
抗
性
が
あ
り
、
一
般

的
な
料
理
で
使
う
程
度
の
量
、
濃
度
、

時
間
で
は
、
酢
じ
め
に
し
て
も
死
滅
し

な
い
。
ま
た
同
様
に
塩
漬
け
や
醤
油
、

ワ
サ
ビ
を
付
け
て
も
死
滅
し
な
い
の

で
、
過
大
な
期
待
は
禁
物
で
あ
る
。

漁
師
も
そ
の
こ
と
を
わ
き

ま
え
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
漁
場
が
日
本
近
海
か
ら
、
は
る

か
遠
く
の
海
洋
へ
移
動
し
、
漁
師
も
食

べ
た
こ
と
が
な
い
魚
を
捕
獲
・
輸
出
し

て
い
る
報
道
を
見
る
と
、
鮮
度
よ
り
も

寄
生
虫
対
策
や
冷
凍
保
存
状
態
に
関
す

る
知
識
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
養
殖

魚
に
関
し
て
は
寄
生
虫
が
発
生
し
な
い

様
に
生
育
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

養
殖
の
魚
を
食
す
る
習
慣
が
増
え
る
こ

と
も
、
魚
と
寄
生
虫
へ
の
意
識
が
薄
ら

い
で
い
る
理
由
で
も
あ
る
。

　
賞
味
期
限
等
で
守
ら
れ
て
い
る
食
品

で
は
あ
る
が
、
最
終
的
に
は
食
の
知
識

を
も
う
一
度
勉
強
し
な
お
し
、
自
ら
防

護
す
る
必
要
が
出
て
き
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

1.アニサキス
2.アンコウ微胞子虫（アンコウ・
　キアンコウ）
3.ウオノコバン（シログチ・ス 　
　ズキ・タイ他）
4.カツオ糸状虫（カツオ）
5.カニビル（ズワイガニ）
6.サケジラミ（タイセイヨウサ　
　ケ(アトランティックサーモ　
　ン)、サケやマス類）
7.サヨリヤドリムシ（サヨリ）
8.サケ

http://www.mhlw.go.jp

寄
生
虫
と
ウ
ィ
ル
ス

　
昔
は
夏
や
秋
口
に
多
く
発
生
し
て
い
た
食
中
毒
が
冬
で
も
発
生
し
て
い
る
。
特
に
冬
場
に
美
味
し
く
な

る
魚
貝
類
に
つ
い
て
は
正
確
な
知
識
を
持
っ
て
い
た
い
。

魚の内臓に寄生したアニサキス

アニサキス幼虫の顕微鏡画像



170℃ 180℃

320℃ 280℃

本社・工場　　　TEL  076（275）8159
水島研究所 　　  TEL  076(277)8159
東京営業所　　　TEL  03（3453）8159
大阪営業所　　　TEL  06（7662)8159
福岡営業所　　　TEL  092（574）1802

〈代理店〉
北海道地区（有）ヤスダ TEL  011（785）1768
東北地区（有）明恒装設 TEL  022（363）2521
千葉地区（株）京葉フーズマシーン TEL  043（262）8466
北陸地区（有）イセ商事 TEL  076（248）0391
静岡地区（株）SK システム TEL  054（281）8581

〈関連会社〉
（株）HI-COOK　　　　　　　　   TEL (+81) 076（293)8159
（株）アサヒエンジニアリング           TEL (+81) 044（766）0886
韓国アサヒ装設（株 ）                   TEL (+82)  031（695）7911
江蘇好烤克食品机械有限公司      TEL (+86) 021（6219）9676
Hi-Cook（Thailand）Co.,Ltd    TEL (+66)  02（136）3180

　石川県は人口当たりのおでん屋数は全国一位
で、金沢市は日本で１番おでんが食べられている
地域と言われております。しかし、「金沢おでん」
の特徴はと問われても明確な定義がありません。
塩ベースの透き通った出汁が基本である事は確
かですが、石川県人に美味しいおでん屋を聞いて
も十人十色の回答が返ってきます。

　近頃有名な具材が「かに面」「車麩」「赤巻」「バ
イ貝」「ふかし」等です。店毎に個性があるおで
ん種があり、食べたい具材により店が選ばれるの
が特徴でもあります。
おでん専門店として１
年中営業しています
が、やはり旬は今！

アジア&西欧ではガス・電気・蒸気から
第4の加熱源：熱媒体オイルが主流に

198
17８

◆よく使われている熱媒体油とは
　商 品 名 　   Purity FG Heat Transfer Fluid
　認　　可　　NSF H-1 登録の食品機械用熱媒体油
　使用範囲　　326℃以下（油膜内は 343℃）
　用　　途　　食品工場における各種温調機器　

アサヒ装設は 3 タイプの機器を 2017 年度中に発売開始。
　フライヤー　　熱媒熱交換器方式　好評発売中
　フライヤー　　熱媒コイル方式　　2017 年 6 月発売開始
　オーブン 　　　熱媒コイル方式　　2017 年 9 月発売開始予定

熱媒体（ねつばいたい、heating medium）とは、装置を加熱あ
るいは冷却して目的の温度に制御する為に、外部熱源と装置との
間での熱を移動させる為に使用される流体の総称である。熱媒ボ
イラーで加熱され、配管により工場全体に分配され熱交換された
後、熱媒ボイラーへ戻って来る。
　

熱媒システム

◆特徴
1. ボイラー効率と熱媒循環回路の効率はほぼ 100％　　 
　（配管放熱のみ）。
2. 1台の熱媒ボイラーで各機器へ熱を供給。
3. 配管供給圧力が低い。
4. 流量調整で各機器毎の調理温度を変更可能。

注意点
1. 定期的に熱媒油の交換が必要。
2. 引火性が高いので配管からの漏れ厳禁。
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アジア&西欧ではガス・電気・蒸気から
第4の加熱源：熱媒体オイルが主流に

熱媒システム


